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問 交流観光課
☎（４３）１６３２

心とココロの交流

　平成 30 年度に誘致
した修学旅行生は 35
校４千人でした。
　その舞台裏とともに
江田島海生体験交流協
議会の役割について紹
介します。

vol.83

修
学
旅
行
生
誘
致
の
裏
側

　
広
島
県
で
は
、
平
成
23
年
８
月
に
「
広
島

県
農
山
漁
村
生
活
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
実
施

に
係
る
取
扱
指
針
」
を
策
定
し
、
教
育
旅
行

に
限
り
、
旅
館
業
法
の
営
業
許
可
に
よ
ら
な

い
民
泊
受
入
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

呼
応
す
る
形
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
・
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
平
成
23
年
９
月
に

指
針
の
条
件
で
あ
り
、
事
業
主
体
と
な
る

「
江
田
島
海
生
体
験
交
流
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
民
泊
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
江
田
島
海
生
体
験
交
流
協
議
会
の
会
長
は

副
市
長
で
、
そ
の
ほ
か
市
商
工
会
会
長
や
市

観
光
協
会
代
表
理
事
な
ど
で
実
行
委
員
会
が

構
成
さ
れ
、
予
算
や
事
業
の
方
向
性
な
ど
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
は
江
田
島
市
交

流
観
光
課
に
お
い
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
の
事
業
費
は
約
４
千
万
円
で
、
主

な
収
入
源
は
学
校
か
ら
支
払
わ
れ
る
民
泊
受

入
時
の
体
験
手
数
料
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

体
験
手
数
料
の
み
で
は
運
営
の
た
め
の
資
金

が
不
足
す
る
た
め
、
市
か
ら
毎
年
約
４
百
万

円
の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
研
修
費
や
誘
致

活
動
費
、
事
務
局
費
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　
民
泊
受
入
家
庭
の
登
録
数
は
平
成
23
年
度

に
は
59
件
で
し
た
が
、
年
々
増
加
し
、
30
年

度
に
は
１
２
６
件
と
な
り
ま
し
た
。
24
年
度

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
経
て
、
25
年
度
か
ら

本
格
的
に
受
入
を
開
始
し
、
令
和
４
年
度
で

11
年
目
を
迎
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、

一
度
に
２
４
０
人
の
生
徒
の
受
入
が
可
能
で

し
た
が
、
現
在
は
、
退
会
さ
れ
る
方
や
コ
ロ

ナ
対
策
の
進
展
を
待
つ
方
が
多
く
、
３
分
の

１
ま
で
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　
35
校
４
千
人
も
の
修
学
旅
行
生
の
誘
致
は
、

民
泊
家
庭
の
協
力
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、

協
議
会
と
し
て
は
、
首
都
圏
や
関
西
圏
の
旅

行
会
社
へ
の
営
業
活
動
を
広
島
湾
ベ
イ
エ
リ

ア
・
海
生
都
市
圏
研
究
協
議
会
事
務
局
（
広

島
商
工
会
議
所
）
、
広
島
県
観
光
課
、
民
泊

事
業
に
取
り
組
む
他
の
市
町
と
と
も
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
民
泊
等
体
験
料
は
、
一
家
庭
に
３
人
か
ら

５
人
の
生
徒
を
泊
め
て
、
夕
食
と
朝
食
の
共

同
調
理
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
一
人
当
た

り
７
３
４
０
円
を
実
費
相
当
の
費
用
と
し
て

支
払
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
１
回
以
上
受

入
を
行
っ
た
家
庭
に
民
泊
受
入
の
た
め
の
準

備
支
度
金
と
し
て
１
万
円
の
補
助
金
を
５
回

ま
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
じ
て
登
録
家
庭
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
交
流
観
光

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 企画振興課
☎（４３）１６３０

も
っ
と
知
り
た
い
！

も
っ
と
知
り
た
い
！

　
こ
う
き
ょ
う
こ
う
つ
う

　
こ
う
き
ょ
う
こ
う
つ
う

～
新
造
船
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
～

～
新
造
船
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
～

vol.25

　
４
月
15
日
㈮
に
、
瀬
戸
内
ク
ラ
フ
ト
株

式
会
社
（
尾
道
市
）
の
新
工
場
内
に
て
、

中
町
／
宇
品
航
路
の
新
造
船
の
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
起
工
式
に
は
、
明
岳
市
長
を
は
じ
め
、

瀬
戸
内
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社
の
従
業
員
を

含
む
、
総
勢
25
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

 　
「
起
工
式
」
と
は
、
建
造
や
建
築
工
事

に
着
工
す
る
際
に
行
わ
れ
、
工
事
の
順
調

な
進
捗
と
安
全
を
祈
願
す
る
神
聖
な
式
典

で
す
。

　
式
中
の
「
起
工
の
儀
」
で
は
、
市
長
自

ら
船
舶
の
主
要
部
材
で
あ
る
ア
ル
ミ
材
を

「
槌
」
で
叩
き
、
無
事
な
竣
工
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
船
体

各
部
の
設
計
と
、
船せ
ん
こ
く殻
な
ど
の
骨
組
み
の

形
成
を
行
い
、
秋
頃
か
ら
は
「
艤ぎ
そ
う装
」
と

い
う
、
装
置
な
ど
の
取
り
付
け
段
階
に
進

み
ま
す
。
来
年
３
月
末
ま
で
に
は
各
種
試

験
・
作
動
確
認
を
終
え
、
本
市
へ
の
引
渡

し
と
な
り
、運
航
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

安
全
で
快
適
な
船
の
建
造
に
向
け
、
造
船

所
の
皆
さ
ん
も
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

市政情報やまちのわだいをfacebookで
発信しています。

江田島市公式facebook
検索 ↑江田島市フェイスブック

　環境の保全に関する基本事項を定めた江田島市環境基本
条例に基づいて、「第２次江田島市環境基本計画」を策定
しました。この計画には、本市の目指す環境像や基本目
標、緊急性・重要性の高い課題に対する取組として重点プ
ロジェクトなどが示されています。計画期間は、令和４

（2022）年度から令和13（2031）年度までの10年間と
しています。今後は本計画に基づき、環境の保全に関する
施策を総合的かつ計画的に進めていきます。

３
23㈬ 第２次江田島市環境基本計画を策定

計画期間は令和 13 年度まで

市環境審議会沖井会長から市長への答申の様子市環境審議会沖井会長から市長への答申の様子

　市役所本庁で、明
あきおか

岳市長から、新規就農研修生となる石
井宏明さんと下原勝さんに、新規就農研修生決定通知書が
授与され、新たな研修生が誕生しました。石井さんは、江
田島町切串でキュウリ、下原さんは、沖美町是長でトルコ
ギキョウの栽培研修を受けます。

３
17㈭ キュウリとトルコギキョウの研修開始

新規就農研修生が誕生

明岳市長から激励を受ける石井さん㊧と下原さん㊥▶明岳市長から激励を受ける石井さん㊧と下原さん㊥▶

　鹿川交流プラザで、令和３年度江田島市人権啓発講演会
が開催され、約120人が来場しました。人権問題啓発推進
者の会の紙芝居をはじめ、ペシャワール会の活動DVDの
上映と、ペシャワール会ワーカー OBの近藤真一さんの講
演がありました。また、会場には中村哲医師を中心とした
現地の活動パネルを展示しました。

３
27㈰ 令和３年度江田島市人権啓発講演会

約 120 人が来場

　毎年、飛渡瀬こいのぼりの会が中心となって揚げられて
いる、大柿町飛渡瀬地区のこいのぼり。この日、およそ20
人が集まり、大きいこいのぼりが21匹、認定こども園えた
じま年長組の園児たちが作ったかわいいこいのぼりが35匹
揚がりました。認定こども園えたじまでこいのぼりを作っ
た濵口天

そ う た
汰君は、「がんばって作ったこいのぼりが揚げら

れてうれしい。家族のみんなにも見てもらいたい」と話し
てくれました。
　飛渡瀬こいのぼりの会は、「コロナ禍ではあるが、皆さ
んが楽しみにしてくれているので、これからも続けていき
たい。子どもたちの作ったこいのぼりが揚がると華やかに
なる。潮が満ちたら水面に映る姿もきれいなので、多くの
方に楽しんでもらいたい」と話していました。このこいの
ぼりは５月中旬まで楽しむことができます。

４
10㈰ 空を泳ぐ飛渡瀬こいのぼり

江田島市の風物詩に

講演をする近藤さん㊧▶講演をする近藤さん㊧▶

もっと見る→もっと見る→
江田島市企画振興課Instagram江田島市企画振興課Instagram

▲梅迫川の上を気持ちよさそうに泳ぐ大小のこいのぼり▲梅迫川の上を気持ちよさそうに泳ぐ大小のこいのぼり

▲安全祈願のため宮司より修
しゅばつ
祓を受ける関係者一同

▲起工の儀。アルミ材を槌で叩く明岳市長

広報えたじま　令和４年５月 1818広報えたじま　令和４年５月1919


